
患 者 さ ん と 病 院 と
地 域 を つ な ぐ 広 報 誌
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金沢医科大学氷見市民病院のホームページ
http://www.kanazawa-med.ac.jp/~himi/

病
院
の
理
念

私たちは「生命の畏敬」を医療活動の原点として
次のような病院を目指します。
● 医療人としての研鑽に励み、患者さん中心の医療を実践します。

●住民の健康と生命を守る中核病院として、安全で質の高い医療を提供します。

● 地域の医療機関と協力し、地域の医療福祉の向上に貢献します。

● 将来の地域医療の担い手となる有能な医療人を育成します。

金沢医科大学氷見市民病院
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氷見市内児童から贈られた医療従事者応援メッセージ氷見市内児童から贈られた医療従事者応援メッセージ

金沢医科大学氷見市民病院
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
対
応
に
は
、

大
き
く
分
け
て
、「
①
患
者
さ
ん
・
来
院
者
の
方
に
お
願

い
す
る
対
策
」、「
②
当
院
職
員
が
取
り
組
む
対
策
」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
患
者
さ
ん
・
来
院
者
の
方
に
お
願
い
す
る
対
策

・
発
熱
が
あ
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
通
常
の
外
来

と
は
別
の
場
所
に
専
用
の
診
察
室
を
設
け
て
い
る
た

め
、
患
者
さ
ん
に
は
車
の
中
で
待
機
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・
病
院
の
出
入
り
口
を
一
か
所
に
制
限
し
、
通
行
可
能

な
時
間
を
短
縮
。

・
流
行
期
に
は
、
正
面
玄
関
で
来
院
者
全
員
を
対
象
に
、

入
館
前
の
検
温
や
症
状
確
認
を
実
施
。

・
飛
沫
感
染
予
防
の
た
め
、
各
受
付
窓
口
に
ア
ク
リ
ル

板
を
設
置
。

・
受
付
前
に
前
後
の
間
隔
を
空
け
た
並
び
位
置
を
設
け
、

患
者
さ
ん
同
士
の
密
を
回
避
。

・
不
急
の
来
院
患
者
を
減
ら
す
た
め
に
、
電
話
診
療
・
処

方
せ
ん
発
行
を
実
施
。

   

再
診
の
患
者
さ
ん
で
院
内
で
の
検
査
等
が
不
要
の
場

合
は
、
患
者
さ
ん
と
医
師
と
の
間
で
電
話
で
の
診
察

を
行
い
、
で
き
る
だ
け
病
院
へ
来
院
す
る
こ
と
を
控

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
当
院
職
員
が
取
り
組
む
対
策

・
毎
日
、
就
業
前
に
職
員
全
員
が
検
温
・
健
康
観
察
を
実

施
し
、
感
染
対
策
室
に
て
職
員
の
健
康
状
態
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

・
不
要
不
急
の
出
張
や
外
出
を
制
限
し
、
行
動
自
粛
に

努
め
て
い
ま
す
。

・
マ
ス
ク
等
の
感
染
防
御
用
の
資
材
に
つ
い
て
も
、
限

ら
れ
た
資
源
の
中
で
感
染
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

富
山
県
内
で
の
感
染
症
患
者
の
発
生
数
は
、
少
な
い

状
況
で
す
が
、
第
２
波
の
発
生
を
想
定
し
た
対
策
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
や
来
院
者
の
方
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
引
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
感
染
対
策
に
係
る
病
院
の
取
組
み

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
さ
ん

を
受
入
れ
る
た
め
の
病
棟
の
運
用
、
救
急
外
来
で
患
者

さ
ん
が
発
生
し
た
場
合
の
検
査
体
制
等
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、富
山
県
衛
生
研
究
所
に
依
頼
し
て
行
っ

て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
有
無
を
調
べ

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
民
間
企
業
で
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

検
査
依
頼
先
を
拡
大
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
抗
原
検
査

が
実
施
出
来
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、状
況
に
応
じ
て
、段
階
的
に
取
り
組
み
を
行
な
っ

て
い
く
に
あ
た
り
、
患
者
さ
ん
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご

容
赦
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
職
員

一
同
感
謝
し
て
お
り
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
最
善
を

尽
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

－

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
今
後
に
備
え
た
対
策

－

発熱外来診察室
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薄
田　

大
輔

USUDA
DAISUKE

総
合
診
療
科　

助
教

大
規
模
な
事
例
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。厚
生
労
働
省
の
食
中
毒
統
計
に
よ
る
と
、

夏
季
の
食
中
毒
の
原
因
と
し
て
、
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
が
最
も
多
く
、
全
体
の
３
／
４
を

占
め
ま
す
。

　

食
中
毒
を
起
こ
さ
な
い
対
策
と
し
て
、
食

物
に
は
火
を
通
す
、
調
理
後
速
や
か
に
食
べ

る
、
保
存
す
る
場
合
は
10
℃
以
下
か
55
℃

以
上
を
保
つ
こ
と
で
菌
の
増
殖
を
抑
制
で
き

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に

よ
り
、
外
食
を
控
え
、
持
ち
帰
り
弁
当
を
提

供
す
る
飲
食
店
が
増
え
ま
し
た
。
気
温
の
上

昇
に
よ
り
、
食
中
毒
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
販
売
店
、
購
入
者
共
に
、

手
洗
い
、
手
指
衛
生
の
励
行
な
ど
の
基
本
的

な
感
染
予
防
に
加
え
、
食
品
の
温
度
管
理
に

も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
夏
が
、
皆
様
に
と
っ
て
楽
し
い
夏

と
な
り
ま
す
よ
う
に
!!

年
度
よ
り
総
合
診
療
科
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
薄
田
大

輔
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
合
診
療
科
の
医
師
と
し
て
分
野
を
問
わ
ず

診
療
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（CO
VID
-19

）の
世
界
的
流
行
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
の
時
期
に
合
わ
せ
た

話
題
と
し
て
、
食
中
毒
を
含
む
感
染
性
胃
腸

炎
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

感
染
性
胃
腸
炎
は
、
細
菌
ま
た
は
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
病
原
体
に
よ
る
嘔
吐
、
下
痢
、
発

熱
な
ど
を
主
症
状
と
す
る
感
染
症
で
す
。
一

年
を
通
じ
て
報
告
さ
れ
、
冬
季
か
ら
春
季
に

か
け
て
、
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎（
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
）が
多
く
報
告

さ
れ
ま
す
が
、
夏
季
に
は
細
菌
性
胃
腸
炎
、

特
に
食
品
を
介
し
た
食
中
毒
事
例
が
多
く
報

告
さ
れ
、
食
中
毒
の
集
団
発
生
な
ど
、
時
に

薄 田  大 輔 ★ 略 歴
【学歴・職歴】
◎平成16年3月　自治医科大学医学部卒業
◎平成16年4月　富山県立中央病院　初期臨床研修医
◎平成18年4月　南砺市民病院　内科　医員
◎平成20年4月　南砺市利賀診療所　所長心得
◎平成21年4月　あさひ総合病院　内科　医員
◎平成24年3月　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科修士課程熱帯医学専攻卒業
◎平成24年4月　金沢医科大学氷見市民病院　総合診療科　助教
◎平成25年4月　富山県厚生部医務課　医師・看護職員確保対策班　副主幹
◎平成26年4月　富山県厚生部医務課　主幹
◎平成27年4月　金沢医科大学　臨床感染症学　助教
◎平成28年3月　金沢医科大学大学院医学系研究科総合医学（地域医療学）卒業
◎平成30年4月　Medical Research Council Unit The Gambia at the London School of Hygiene & Tropical Medicine, Visiting researcher
◎平成31年4月　金沢医科大学氷見市民病院　総合診療科　助教

【資格・所属学会】
◎日本感染症学会感染症専門医 ◎日本感染症学会認定ICD
◎日本化学療法学会抗菌化学療法認定医、指導医 ◎日本内科学会認定内科医、総合内科専門医
◎日本プライマリ・ケア連合学会プライマリ・ケア認定医、指導医
◎日本外傷診療研究機構Japan Advanced Trauma Evaluation and Care（JATEC）プロバイダー
◎臨床研修指導医

▼

昨
薄
田
先
生
の

診
察
室
か
ら

細菌による食中毒の原因と特徴
病原体 代表的な原因食材 菌の特徴 臨床症状

カンピロバクター 鶏肉（さしみ、たたき、など）、
牛肉（加熱不足） 少量の菌で感染 嘔吐、下痢、血便、発熱

サルモネラ 鶏肉、鶏卵、
卵加工食品（生クリームなど） 乾燥や低温に強い 嘔吐、下痢、血便、発熱

黄色ブドウ球菌 ブドウ球菌に感染した人が手で
触れた食材

耐熱性毒素を産生
（増殖後は加熱無効） 嘔吐、下痢（発症までが短時間）

腸炎ビブリオ 魚介類（海水魚） 塩水中でよく発育 激しい腹痛、下痢、血便

腸管出血性大腸菌
（O157など）

牛肉（生食）、
肉加工食品（加熱不足） 少量の菌で感染 激しい腹痛、出血性下痢、腎不全、

脳症（HUS）

ウェルシュ菌 食肉など自然界に広く分布、
耐熱性で加熱しても生存

大量調理後、室温放置した食品で
増殖（空気がない内部） 腹痛、下痢

ノロウイルス かきなど二枚貝、感染者が汚染し
た食材・物品・環境

少量のウイルスで感染、
冬場に多い 嘔吐、下痢
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診
療
コ
ラ
ム

　

当
院
で
は
、『
診
療
』・『
研
究
』・『
教

育
』
の
３
本
柱
を
軸
に
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
初
期
臨
床
研
修
を
実
現
し
て

い
ま
す
。

　

日
常
的
に
各
科
の
垣
根
を
超
え
た

診
療
が
行
わ
れ
、
指
導
医
間
で
の
意

思
疎
通
が
十
分
行
わ
れ
て
い
る
環
境

が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
初
期
臨
床
研

修
に
も
そ
の
特
徴
が
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
広
い
視
野
を
持
っ
て
診
療
に

あ
た
る
に
は
、
複
数
診
療
科
が
容
易

に
診
療
に
参
加
で
き
る
病
院
環
境
は

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
環

境
は
、
中
核
病
院
な
ら
で
は
の
特
徴

的
な
環
境
で
す
。

　

加
え
て
、
臨
床
現
場
の
第
一
線

で
、
即
戦
力
と
し
て
豊
富
な
臨
床

経
験
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

２
年
間
で
多
く
の
臨
床
技
術
の
習

得
が
行
え
ま
す
。
当
院
は
、
北
陸

で
は
初
め
て
と
な
る
大
学
病
院
直

属
の
中
核
病
院
で
あ
り
、
分
院
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。『
臨
床

を
学
ぶ
』
と
い
う
最
大
の
使
命
に

加
え
、
多
く
の
臨
床
経
験
の
中
か

ら
『
研
究
を
学
ぶ
』
姿
勢
を
持
ち
、

指
導
医
の
研
究
に
触
れ
、
医
学
研

究
の
基
礎
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。

当
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
17
名
が

研
修
を
修
了
し
、
多
方
面
で
活
躍

臨
床
研
修
セ
ン
タ
ーし

て
い
ま
す
。
現
在
、
２
年
次
１
名
、

１
年
次
３
名（
た
す
き
が
け
１
名
含

む
）の
計
４
名
が
将
来
の
良
医
を
目
指

し
研
修
に
励
ん
で
お
り
、
彼
ら
の
初

期
臨
床
研
修
を
実
り
あ
る
２
年
間
と

す
る
た
め
、
と
も
に
診
療
を
行
い
、
考

え
、
議
論
を
重
ね
、
未
来
へ
つ
な
が

る
初
期
臨
床
研
修
を
一
丸
と
な
っ
て

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院

副
院
長　

循
環
器
内
科　

教
授

臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長

福
田　

昭
宏

　

当
院
は
地
域
医
療
の
中
核
病
院
と
し

て
、
救
急
医
療
か
ら
慢
性
期
疾
患
ま
で

を
含
め
た
幅
の
広
い
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
診
療
業
務
が
、
病
院
の
主
た
る

機
能
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
大
学
病
院
や
中
核
病
院
で

は
、
医
師
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
医
療

従
事
者
の
育
成
も
非
常
に
重
要
な
役
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
機
関
と
し
て

若
い
人
材
の
育
成
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
は
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
ス
タ
ッ

フ
へ
の
成
長
と
継
続
的
な
地
域
医
療
の

提
供
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
と
考
え
て

い
ま
す
。

臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
の
一
言

教育研修棟
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研
修
期
間　

Ｈ
24
･
４
･
１
〜
Ｈ
26
･
３
･
31

金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院

呼
吸
器
内
科

山
田　

真
也

〜
患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
信
頼

関
係
か
ら
生
ま
れ
る
チ
ー
ム
医
療
〜

　

呼
吸
器
内
科
の
山
田
真
也
で
す
。
研

修
医
の
頃
よ
り
当
院
で
勤
務
し
、
今
年

で
勤
続
9
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
当
院

は
氷
見
市
に
唯
一
の
中
核
病
院
で
あ

り
、
幅
広
い
年
齢
層
の
患
者
さ
ん
が
連

日
多
く
来
院
さ
れ
る
た
め
、
各
科
の
専

門
的
知
識
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
内
科
医

と
し
て
幅
広
い
知
識
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。普
段
の
外
来
を
は
じ
め
救
急
外
来
、

発
熱
外
来
等
を
通
し
て
多
く
の
患
者
さ

ん
の
診
察
に
携
わ
る
こ
と
で
日
々
、
必

要
な
知
識
と
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

当
院
呼
吸
器
内
科
は
現
在
3
名
の

常
勤
医
が
在
籍
し
て
お
り
、
肺
炎
治
療

や
肺
癌
の
化
学
療
法
を
は
じ
め
、
幅
広

い
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
治
療
は
入

院
が
主
と
な
る
事
も
多
い
た
め
、
看
護

師
を
始
め
薬
剤
師
、リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
、

管
理
栄
養
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
り
、
情
報
共

有
や
連
携
を
し
っ
か
り
と
取
る
こ
と
で

質
の
高
い
チ
ー
ム
医
療
を
患
者
さ
ん
に

提
供
で
き
る
よ
う
、
日
々
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

突
然
で
す
が
、
当
院
で
は
全
職
員
が

病
院
内
で
ど
な
た
と
す
れ
違
っ
て
も
挨

拶
を
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
一
見
当
た
り
前
の
よ
う
で
す

が
先
に
示
し
た
チ
ー
ム
医
療
を
円
滑
に

行
い
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
作
っ

て
い
く
た
め
に
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

臨
床
研
修
を
終
え
て
活
躍
す
る
先
輩
医
師　

私
が
こ
の
病
院
に
長
く
在
籍
で
き
て

い
る
の
も
、
挨
拶
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
培
っ
た
ス
タ
ッ
フ
と

の
信
頼
関
係
が
あ
る
こ
と
や
、
患
者
さ

ん
か
ら
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
、

良
い
仕
事
環
境
が
あ
る
か
ら
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
患
者
さ
ん
は
現
在
も
多
く
の
不
安

を
抱
え
、
ス
タ
ッ
フ
は
感
染
ケ
ア
な
ど

普
段
以
上
に
多
忙
な
日
々
が
続
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
氷
見
市
民
病
院
一
丸

と
な
り
、
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
い
、
よ

り
安
心
し
て
療
養
で
き
る
病
院
に
な
っ

て
い
く
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

研
修
期
間　

Ｈ
28
･
４
･
１
〜
Ｈ
30
･
３
･
31

金
沢
医
科
大
学　

産
科
婦
人
科
学

佐
伯　

吉
彦

〜
氷
見
で
の
初
期
臨
床
研
修
を
終
え
て
〜

　

こ
ん
に
ち
は
。
平
成
28
年
か
ら
平
成

30
年
の
間
、
氷
見
市
民
病
院
で
の
初
期

臨
床
研
修
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
た
佐
伯

吉
彦
で
す
。
今
は
金
沢
医
科
大
学
の
産

科
婦
人
科
学
教
室
に
て
産
婦
人
科
の
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。

　

僕
が
氷
見
市
民
病
院
で
の
研
修
で
印

象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
先
輩
、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
で
す
。
先

輩
の
先
生
方
に
始
ま
り
、看
護
師
さ
ん
、

検
査
技
師
さ
ん
、
薬
剤
師
さ
ん
、
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
に

助
け
ら
れ
、
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。
今
の
僕
の
基
盤
は
氷
見
市

民
病
院
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
の
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
産
婦
人
科
医
と
し
て

の
力
を
つ
け
、
い
ず
れ
氷
見
に
貢
献
す

る
と
い
う
形
で
少
し
で
も
恩
返
し
が
出

来
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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氷
見
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら
マ
ス
ク
寄
贈

〜
市
内
児
童
１
４
７
名

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
〜

　

令
和
２
年
４
月
30
日（
木
）、
氷
見
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
マ
ス
ク
４
千
枚
が
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
氷
見
市
内
の
小

学
校
と
義
務
教
育
学
校
の
児
童
１
４
７
名
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療

の
最
前
線
で
働
く
医
療
従
事
者
を
応
援
す
る

寄
せ
書
き
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
書
き
に
は
、「
み
ん
な
の
命
を
守
る

た
め
に
一
生
け
ん
命
働
い
て
く
だ
さ
っ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
お
か
ら
だ
に
気
を

つ
け
て
が
ん
ば
っ

て
」、「
コ
ロ
ナ
に
か

つ
ぞ
ー
」
な
ど
、
児

童
の
思
い
が
詰
ま
っ

て
い
て
、
院
内
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
に
掲
示
し

た
寄
せ
書
き
は
、
医

療
現
場
の
活
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
医
療

を
支
え
る
病
院
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
メ
ッ
セ
ー
ジ
寄
稿
小
学
校
﹈

氷
見
市
立
朝
日
丘
小
学
校
、
氷
見
市
立
海
峰
小
学
校

氷
見
市
立
上
庄
小
学
校
、
氷
見
市
立
窪
小
学
校

氷
見
市
立
湖
南
小
学
校
、
氷
見
市
立
十
二
町
小
学
校

氷
見
市
立
灘
浦
小
学
校
、
氷
見
市
立
西
の
杜
学
園
前
期
課
程

氷
見
市
立
比
美
乃
江
小
学
校
、
氷
見
市
立
宮
田
小
学
校

病院病院からのからのお知らせお知らせ掲示板掲示板

　

能
越
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
放
送
の
氷
見
市
広
報
番
組「
も
っ

と
知
り
た
い
・
伝
え
た
い
氷
見
市
政
」の
中
で
、「
き
と
き
と

健
康
チ
ャ
ン
ネ
ル
」と
題
し
た
当
院
の
コ
ー
ナ
ー
を
毎
月
放

送
し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
、病
気
や
健
康
に
関
す
る
身
近
な
話
題
を
テ
ー
マ
に
、

当
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
出
演
し
、市
民
の
皆
様
の
健
康
に

役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
番
組
概
要
】

能
越
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
放
送「
ひ
み
チ
ャ
ン
９
」

氷
見
市
広
報
番
組「
も
っ
と
知
り
た
い
・
伝
え

た
い
氷
見
市
政
」番
組
内
10
分
コ
ー
ナ
ー

※
毎
月
第
１
週（
日
）
〜
（
土
）

　

１
日
３
回（
６
時
／
15
時
／
20
時
）

　

８
月
15
日（
土
）は
、夏
季
休
業（
旧
盆
）の
た
め
、外
来
診
療

を
休
診
し
ま
す
。

　

緊
急
の
場
合
や
救
急
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、常
時
救
急

外
来
に
て
対
応
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
、整
形
外
科

に
新
し
く
３
名
の
医
師
が
着

任
し
ま
し
た
。

　

１
名
増
員
と
な
り
、よ
り

い
っ
そ
う
市
民
の
皆
さ
ま
に
、

質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

整
形
外
科
の
診
療
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た
！

「
き
と
き
と
健
康
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
放
送
の
お
知
ら
せ

お
盆
休
診
の
お
知
ら
せ

－

８
月　

放
送
予
定

－

テ
ー
マ　
「
口
腔
内
と
か
ら
だ
の
健
康

〜
正
し
い
口
腔
ケ
ア
で
病
気
予
防
〜
」

出　

演　

歯
科
口
腔
外
科　

歯
科
衛
生
士

放　

映　

令
和
２
年
８
月
２
日（
日
）
〜
８
月
８
日（
土
）

　
　
　
　

１
日
３
回（
６
時
〜
、15
時
〜
、20
時
〜
）

外
来
診
療
担
当
表

曜
日

初
診

再
診

再
診

月
米
澤

藤
井

横
山

火
横
山
藤
井
／
松
本
三
治

水
藤
井

米
澤

横
山

木
三
治

米
澤

藤
井

金
横
山

米
澤

三
治

土

交
替

教
授
・
科
長　

横よ
こ

山や
ま

光み
つ

輝て
る

名
誉
教
授　

松ま
つ

本も
と

忠た
だ

美み

助
教　

米よ
ね

澤ざ
わ

克か
つ

隆た
か

助
教　

藤ふ
じ

井い

正ま
さ

文ふ
み

医
員　

三さ
ん

治じ

雄ゆ
う

輔す
け

新
任

新
任

新
任
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今
年
の「
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
医
療
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
為
、開
催
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
、新
病
院
開
院
一
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、感
性
豊
か
な
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、医

療
体
験
を
通
じ
て
医
療
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、「
い
の
ち
」の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、平
成
24
年
に
第
１
回
を
開
催

以
降
、毎
年
恒
例
行
事
と
し
て
、昨
年
ま
で
に
延
べ

夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
医
療
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

令
和
２
年
度
開
催
中
止
・
過
去
８
回
を
振
り
返
っ
て

１
，０
１
３
名
の
小
中
学
生
親
子
に
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

本
誌「
か
け
は
し
」で
も
毎
回
開
催
の
様
子
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
が
、今
号
で
は
、第
９
回
を
掲
載

で
き
な
い
代
わ
り
に
、こ
れ
ま
で
の
開
催
を
振
り
返

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
と
共
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
克

ち
、来
年
こ
そ
は
安
全
に
第
９
回
を
開
催
で
き
る

こ
と
を
職
員
一
同
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

開催年 　内　容
第１回

（平成 24 年）
①「からだのふしぎ」　総合診療科　　　　神田　享勉
②「心臓のしくみ」　　胸部心臓血管外科　坂本　　滋

第２回
（平成 25 年）

①「こどものスポーツ障害」　　　　　整形外科　　池渕　公博
②「大切なものは、目に見えない？」　総合診療科　神田　享勉

第３回
（平成 26 年）

●講演「けんこうのヒケツ」　　　　小児科　講師　　　藤木　拓磨
●医療相談「こどもに特有な病気」　司会：総合診療科　神田　享勉

第４回
（平成 27 年）

①「体を強くしよう」　　　整形外科　　　　池渕　公博
②「食事で強くなろう」　　内分泌・代謝科　伊藤　智彦
③「心を強くしよう」　　　総合診療科　　　神田　享勉
④「美容皮膚科について」　皮膚科　　　　　渡邉　晴二

第５回
（平成 28 年）

●実演「ドクターヘリ・救急車を見てみよう！」
　　　　　　　　　  富山県立中央病院 救急救命センター、氷見市消防本部
●講演「いきいきとした命のためやる気スイッチオン！」総合診療科　神田　享勉
●体験型講演「食品をグループ分けしてみよう！」栄養部　　　長谷　　恵

第６回
（平成 29 年）

①「おねしょの話」　　　　　　　　　　小児科　　　藤木　拓磨
②「肺のしくみと呼吸の病気を知ろう」　呼吸器内科　井口　晴晶
●体験型講演「医者になるための試験『医師国家試験』ってどんなもの」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 循環器内科　福田　昭宏

第７回
（平成 30 年） ●講演「昔からの頭の言い伝え。ウソ？ホント？」　脳神経外科　髙田　久

第８回
（令和元年）

●講演「理科の実験って大切なの？～腎臓のはたらきと理科の実験で考える透析治療～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腎臓内科　齋藤　淳史

医療体験コース
・手術室見学 ・くすり調剤体験 ・（除細動）心拍を再開させよう体験
・放射線 3D画像体験 ・中央臨床検査部見学 ・手洗い検査体験
・看護体験 ・腹腔鏡・ 内視鏡体験 ・ギプス・リハビリ体験
・縫合体験 ・超音波体験 ・聴診器による心音・腹音・血圧測定体験
・心電図検査体験 ・模擬手術体験

過去の開催内容

第
１
回（
平
成
24
年
）

髙
島
病
院
長（
当
時
）と

 

内
視
鏡
カ
メ
ラ
に
挑
戦
!!

内
視
鏡
体
験
コ
ー
ス

第
３
回（
平
成
26
年
）

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

 

開
始
し
ま
す
!!

③  （
除
細
動
）心
拍
を
再
開

さ
せ
よ
う
体
験
コ
ー
ス

第
６
回（
平
成
29
年
）

手
術
室
に
は
機
械
が

 

い
っ
ぱ
い
！

手
術
室
見
学
コ
ー
ス

第
８
回（
令
和
元
年
）

上
手
に
お
く
す
り

 

作
れ
る
か
な
？

⑦
く
す
り
調
剤
体
験
コ
ー
ス

第
５
回（
平
成
28
年
）

氷
見
市
民
病
院
に

　

 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

 

や
っ
て
き
た
！

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
・
救
急
車

を
見
て
み
よ
う
！
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患者さんの権利

当院は医療の中心は患者さんであると認
識し、患者さんには次のような権利がある
ことを宣言します。 

● 安全で良質な医療を公平に受けること
　 ができます。

● 病気や治療内容について、分かりやす
　 い言葉で説明を受け、ご自分の希望や
　 意見を述べることができます。

● ご自分の意思で治療方法や医療機関
　 を選択することができます。

●   診療記録の開示を求めることができ
ます。

●   他の医療機関に受診することを希望
されるときは、必要な情報提供を受け 
ることができます。

●  プライバシーは尊重され、個人情報は
　 厳重に保護されます。

● 臨床研究に関して充分な説明を受け
　 たうえで、その研究に参加するかどう
　 かご自分の意思で決定できます。
　 また、いつでも参加を取り消すことが
　 できます。

● 治療に関する自己決定の参考にして
　   いただくため、セカンドオピニオンを
受けることができます。

患者さんへのお願い

当院は、地域の中核病院としての社会的
使命を果たすため、様々な医療を提供し
ています。患者さんには、次のことをご理
解いただき適切な医療を行うためご協力
くださいますようお願いいたします。

● 健康状態、その他必要なことを可能な
　 限り正確にお話しください。

● 説明を受けてもよく理解できない場合
　 は納得できるまでお聞きください。

● 治療を受ける場合は、医療スタッフの
　 指示に基づき療養してください。

● 病院のルールを守り、他の患者さんの
　 迷惑にならないようご配慮ください。

●   教育病院として、医師、医学生、看護学
生、医療専門職の学生、救急救命士など
の臨床実習・研修教育を行っておりま
す。厳重な指導のもとに実施しています
ので、ご理解とご協力をお願いします。

病院運営の基本方針

患者さん中心の病院運営を行います。

安全で信頼される医療の提供に最善
を尽くします。

患者さん・ご家族への「説明と同意」を
徹底します。

高度医療、質の高いチーム医療を推進
します。

地域の中核医療機関として地域医療
連携・支援を推進します。

良医の育成と医療人の教育・研修を推
進します。

働き甲斐のある健全で活力ある病院
づくりに務めます。

1.
2.

3.

4.

5.

6.

7.

■広報誌「かけはし 氷見」の由来
 広報誌が患者さんと病院、地域と病院をつなぐ“かけはし”となることを願って命名されました。

　ロンドンでペストが大流行した 1665 年、アイザック・ニュートンは通っていたケンブリッジ大

学が２年間休校となり、故郷へ戻りました。その時に微分積分・光学・万有引力の法則を発見した

のは有名な話です。

　このペストによる休校期間は「創造的休暇」とも呼ばれています。

　表紙のメッセージを寄せてくれた小学生たちも新型コロナウイルス感染症による休校を経験し

ました。コロナウイルスの感染拡大の第２波、第３波により再び休校になるかもしれません。し

かし、ニュートンのように自由な時に、資質が開花するかもしれません。そう考えれば、時間の

ゆとりを、思考のゆとりと捉えることができれば、自分の可能性を最高に引き出して、新しい発

見が生まれるかもしれません。
かけはし夏号編集委員　総務課　坂田　慎一
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ヒミイーツ～Himi Eats～ 

氷見市内の児童 147 名から贈られた、新型コロナウイルス感染症の治療の最前線で働く当院医

療従事者を応援するメッセージ。

読者の皆様、こんにちは。
6月に緊急事態宣言が解除されましたが、新たな日々をどうお過ごしで
しょうか？
さて、新型コロナウィルスの感染拡大防止による外出自粛の影響から、
地元氷見の飲食業界は致命的なダメージを受けています。
売り上げ減に歯止めを掛ける狙いで、4月 12 日に、氷見市内でテイクア
ウトを実施している飲食店の紹介サイト「ヒミイーツ － Himi Eats －」が
開設され、氷見市内の飲食店 18 件が賛同し、現在は 55 件（６月時点）と登
録件数が大幅に増加しています。
このサイトでは『氷見市内どこでも』・『電話一本』・『配達料０円』・『お店
の味を手軽に』をキャッチコピーに、各店舗のテイクアウト情報や定休日
等が掲載されており、注文は、登録店舗からお店を選んで、ヒミデリセンター
に電話をかけるだけ！！配達は、氷見の隅々まで知られている『平和交通』
とタッグを組み、氷見一丸となって地元のお店を守ろうとする気持ちが感
じられますね。
現在も感染予防の観点から、直接お店で飲食することに、まだまだ慎重
になりがちですが、馴染みの飲食店への応援の意味も込めて、お店自慢の
味を、職場や家庭で楽しんでみてはいかがでしょうか？

氷見市内の飲食店応援プロジェクト

新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大に伴
い、全国的に医療物資等が非常に不足している中、民間
企業様、患者・地域住民の皆様から様々な温かいご支援・
ご寄付のお申し出をいただいております。
ご寄付を賜りました皆様にあらためて心より御礼申し

上げます。
いただいた医療物資は、感染症対策に従事するスタッ

フで大切に使用させていただきます。
1日も早い事態終息を願い、皆様からの温かいご支援、

ご声援を励みに、職員一丸となって、安心・安全な医療を
提供できるよう努めてまいります。

医療物資等の
ご寄付へのお礼
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